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令和 2 年 7 月 29 日  
 

クラウドファンディング公開のご案内  

「原爆被爆者の記録を後世へ：標本データベース化プロジェクト」  

 

 「広島大学クラウドファンディング」（READYFOR 株式会社と提携）として、

以下のプロジェクトが公開となります。  

 

「原爆被爆者の記録を後世へ：標本データベース化プロジェクト」   

（公開期間：2020 年 7 月 2９日～9 月 30 日   目標額：350 万円）  
 
 

1945 年 8 月 6 日に広島に原子爆弾が投下された直後から被爆した人々の

医療は広島の医師たちによってはじめられ、同時に、放射線による人体への影

響に関する調査研究も進められました。しかし、そういった治療や調査研究で

得た貴重な被爆者の記録や標本などは、そのほとんどがアメリカに持ち去られ

ました。そして 1973 年に、ようやくその多くが日本に返還されました。広

島の原爆に関する返還資料は、現在、広島大学原爆放射線医科学研究所に保管

されています。  

これらの多くは被爆後早期の放射線影響を示す非常に数少ない貴重な資料

ですが、時を経て標本の劣化が徐々に進んでおり、例えば、現在、スライド標

本では退色しているものや破損しているものが少なくありません。  

そこで、これ以上の劣化が進む前に、スライド標本について、専用のスライ

ドスキャナーを用いて読み取り、デジタル画像として保存すること、そして、

これらの画像に被爆状況や症状などの情報を加え、データベースを作成するプ

ロジェクトを立ち上げました。そしてその一部は、個人情報の保護に十分配慮

した上で一般にウェブで公開することを目指し、多くの方々に原爆の実相を伝

えることも目的としました。  

私たちがデータベース化の対象としている標本は、原爆の影響に関する貴重

な医学的資料であると同時に、被爆者の皆様の声なき声でもあります。劣化が

進み、その取扱いに注意を要するこれらの標本は、専門機関に委ねて適切にデ

ジタル化し、データベースを構築することが、この声を継承することでもある

と考えました。そのため、多くの皆様に、今回のプロジェクトへのご協力とご

理解を賜りたいと考えました。  

 

歴史的にも意義のある資料を次の世代に残し、原爆被爆者についての関心を

風化させないために、そして今後の研究の発展につなげていくために。  

皆様のご寄附を何卒よろしくお願い申し上げます。  

 
プロジェクトページ URL: https://readyfor.jp/projects/rirbmkaisekibu 

 
【お問い合わせ先】  

 原爆放射線医科学研究所  

附属被ばく資料調査解析部  担当教員：杉原清香  

TEL：082-257-5877 ／  E-mail：sugihara@hiroshima-u.ac.jp 

https://readyfor.jp/projects/rirbmkaisekibu
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